
意見交換会（吉浜・川堀・福浦地区）議事要旨 

                      日時：平成 29年７月 26日（水）18時 30分～ 

                      場所：文化福祉会館 大会議室 

                      参加者数：13名 

 

（吉浜） 

・自宅からコミュニティバスの経路が近いため、普段利用している。 

・交通不便地域のアンケートだけでなく、コミュニティバス利用者へのアンケートを実施しない

のか。コミュニティバスについて不便を感じているという意見もあるため、広く意見を聴取して

頂きたい。 

・高齢者、子ども連れの女性などが利用しやすくなるように、買い物、通院目的に対応するよう

にして頂きたい。 

・他自治体では、一律運賃だけでなく、定期券などにより高齢者への割引などを実施している。

同様の割引を湯河原町でも適用して頂きたい。 

・コミュニティバスについては、人数が少ない便も見受けられるため、見直しを検討して欲しい。

湯河原駅とコミュニティバスとのダイヤ接続について、配慮して頂きたい。 

・今後、総合運動公園の体育館の出入口が利用出来なくなるため、もう少し便利になるようにし

てもらいたい。タクシーをもっと利用できるように、検討してもらいたい。 

→町としてもコミュニティバスの利用者を増やすよう取り組んでいる。 

２年前に、コミュニティバスの時刻表をわかりやすいように、発着時間の統一を実施した。今

後も適宜マイナーチェンジを取り組んでいきたい。 

ＪＲとの接続については、東海道線も毎年ダイヤ改正があるため、現状の１時間に１本の便数

でダイヤを組む中では、すべての便で乗り継ぎよく対応することは難しい。 

新たな公共交通の運行方式については、今後交通会議でタクシーを活用するのか、コミュニテ

ィバスとするのかなど検討していきたい。 

 

（川堀） 

・一度もコミュニティバスを利用したことはないが、たまに見掛けると、利用が少ない便が見受

けられる。 

 

（川堀） 

・コミュニティバスや路線バスは利用者の年齢層によって使う時間、頻度が違ってくる。 

・マイカーで通勤する方も多いが、通勤・通学にも利用できるよう朝の時間帯の便数を増やして

欲しい。利用が少ない昼間時間帯は少なくし、必要なところに必要な便を提供するようにして頂

きたい。 

また、自宅からバス停まで行くのが困難な方も多いため、バス停の数を増やし、利便性を高め

た方が良いのではないか。 

 

（川堀） 

・たまにコミュニティバスを利用する。停留所以外でも手を挙げたら乗り降りできるようにした

ら便利となり、利用者も増えるのではないか。 

 

 



（川堀） 

・たまにコミュニティバスを利用する。運行ダイヤの便数から難しいかもしれないが、真鶴駅で

のＪＲとの接続を工夫してもらえればありがたい。 

・バスも運行していない地域で、宅急便会社がタクシー代わりに運行した事例をテレビでみた。

湯河原町でも同様に実施するのは難しいかもしれないが、できないのか。 

 

（福浦） 

・過去に２回コミュニティバスの実証実験を実施したものの、利用者が少なくため導入しなかっ

た。現在は高齢化が進み、交通不便が生じているが、公共交通に対する需要がどれだけあるのか

把握出来ていない。 

・10年後には免許返納者が増える。千葉県などで、自治会単位で、自治会費により通院・買い物

など地域住民のための便を運行する「手助け隊」を実施しているところがある。今後、参考とし

て区会で相談しながら、事故などのリスクなどを考慮し、仕組みづくりについて検討していきた

い。 

 

（福浦） 

・アンケートを実施しないと、地域の合意を得て導入するのは難しいと考えている。 

・福浦では真鶴駅まで行きは徒歩、帰りはタクシーを利用している方が多い。タクシー料金が安

くなれば便利になると思う。 

 

（吉浜） 

・生活するためには、そこで食べるものをどのように調達するのかが重要。 

・地元の商店は、廃業し数が少なくなってきている。 

・道路事情などでコミュニティバスの運行が難しい場合は、その地区で近所の方が運転し、買い

物を支援するような仕組みを構築し、町の方で助成できるようになれば良い。 

・真鶴駅でコミュニティバスとＪＲ線との乗車時間の接続がよくない。鉄道が到着する前にコミ

ュニティバスを発車するダイヤもあり、ダイヤを工夫して頂きたい。 

コミュニティバスの運行時間帯について、できればあと１便最終便を増やして欲しい。 

 

（吉浜） 

・不便かどうかをどこで定義するのかは難しい。海岸線の路線バスは１時間に１本運行している

が、行きたい時間にバスがないと不便と感じる面もある。 

・コミュニティバスの赤字分について税金を投入している中で、運行している地域と運行のない

地域の住民で格差がでるため、タクシー運賃の半額や、月何回か無料で利用できるような制度が

できるとよい。 

 

 


